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救急基金は、応急手当の普及など救急の振興のために活用されます。

一般財団法人　救急振興財団

■平成27年度救急基金会計の決算（単位：千円）
科　　　　　目

Ⅰ 事業活動収支の部
　1　事業活動収入
　　　① 特定資産運用収入
　　　② 寄付金収入
   　　　　　　　　事業活動収入計
　2　事業活動支出
　　　  事業費支出
　　　　　救急基金助成事業費支出
　　　　　　　　　事業活動支出計
　　　　　　　　　事業活動収支差額
Ⅱ 投資活動収支の部　
　1　投資活動収入
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救急基金箱が破損等により使用できない場合などのお問い合わせは下記にお願いいたします。

救急基金だよりNo.15［編集・発行］一般財団法人救急振興財団事務局総務課
〒192-0364  東京都八王子市南大沢4-6　　　042-675-9931

FAX 042-675-9050

　　　　　　　　　　　

　　  みなさま
の善意が「救急基金」を支えています

救急基金だより

１かくし

　平成27年度は病院、消防本部、個人の方から51件1,041千円の
ご寄付をいただきました。
　また、救急基金にご協力いただいた次の11消防本部へ応急手当
訓練用人形、テキスト等を寄贈いたしました。
　西胆振消防組合消防本部
　男鹿地区消防一部事務組合消防部
　福知山市消防本部
　豊中市消防局
　甘木・朝倉消防本部
　串間市消防本部

　救急基金は「救急基金箱」への募金や「郵便
振替用紙」によりお申し込み頂けますので、皆
様のご協力をお願いいたします。

救急基金への寄付について

４かくし」

　江別市消防本部
　伊賀市消防本部
　宮津与謝消防組合消防本部
　益田広域消防本部
　上益城消防組合消防本部

救急基金へのご協力ありがとうございました

お問い合わせ　一般財団法人救急振興財団



事業の概要

救急基金の歩み

応急手当の普及へ向けて
寄付金募集事例紹介

益田広域消防本部
　救急救命士制度の発足とともに救急救命
士の養成を目的として平成３年５月に設立
された救急振興財団は、設立当初より
18,898名の救急救命士を誕生させるな
ど、救急体制の充実及び応急処置による心
停止傷病者の救命効果の向上に大きく貢献
しています。
　しかし、なお一層の救命効果の向上には
救急救命士の現場到着前の市民による応急
手当が重要であり、また、そのような応急
手当の習得の要望も高まっています。
　そこで、こうした課題に対処するために、
救急振興財団では平成４年より、皆様から

寄せられた寄付金を基金として積立て、そ
の運用益を用いて応急手当講習会で使用す
る資器材の寄贈や応急手当の普及など、救
急の振興に役立つ事業を行っています。

＜平成５年度～平成８年度＞
応急手当指導員養成講習会の開催
＜平成９年度＞
ポスター及び救急基金箱の作製
＜平成10年度～平成28年度＞
消防機関が市民向けに行う応急手当講習会
で使用する資器材の寄贈

寄付金募集事例紹介

豊中市消防局
　豊中市は大阪府の北部に位置し、管内に
は大阪国際空港をはじめ、鉄道や高速道路
が縦横に走り、都市交通網が発達している
ことが特色です。早くから郊外住宅地とし
て発展し、面積は36.6㎢、約40万人の人
口を擁し、平成24年４月１日には中核市へ
移行しました。
　さらに、豊中市は、能勢町から消防事務
を平成27年４月より受託しました。能勢町
は、人口約１万１千人で大阪府最北部に位
置し、98.68㎢と広大な面積を有していま
す。緑の山並みに棚田や田園が広がり、四
季を感じさせる本物の自然が息づいている
地域です。
　豊中市は市民や事業所の皆さんの救命意
識が高く、平成27年度は上級救命講習を４
回、普通救命講習を197回、その他の救命
講習を380回開催し、参加人数は延べ
23,060人になりました。市広報誌やホー
ムページ等で月１回以上の講習会開催を案
内しているほか、市独自の様々な取り組み

により、年間２万人以上が
救命講習を受講できる体制
を整え、地域住民の皆さん
が一人でも多く救命手当を
行えるように環境づくりを
行っています。２点ほど豊
中市消防局の取り組み事例
を紹介します。
　平成22年度からはジュニ
ア救命サポーター事業を実
施しています。これは市内

小学校5、6年生の児童を対象に、簡易キッ
トを使用した救命講習を行うもので、子供
の頃から命の大切さや応急手当の重要性を
伝えていく取り組みになります。
　市民救命サポーター制度という取り組み
も行っています。これは市内の事業所や市
民が、日常において発生した救急事故にい
ち早く駆けつけ、119番通報や負傷者への
応急手当を実施していただくことで安全で
安心して暮らしができるまちづくりの推進
を目的とするものです。従業員の半数以上
が普通救命講習を受講することを認定条件
の一つとして市民救命サポーター・ステー
ションの登録制度を設けるなど、地域住民
自らが救命講習で学んだ内容を実際に役立
てようとする積極的な試みが印象的な制度
になります。
　このように地域住民とともに救命力を高
めていこうとする熱意を強く感じる豊中市
消防局の皆様には心より感謝するととも
に、今後益々のご発展をお祈りいたしま
す。

みなさまのご寄付で購入しているもの
　皆様から寄せられた寄付金を積み立て
た救急基金の運用益で、
・心肺蘇生訓練用シミュレーター
・応急手当講習用ＤＶＤ
・応急手当講習テキスト
・ＡＥＤトレーナー
を購入しております。
　これらは、全国の消防本部に寄贈さ
れ、応急手当の講習会等で活用されてい
ます。

＊過去の救急基金だより（ＮＯ．１～ＮＯ．１４）につきましては、救急振興財団のホー
ムページ（ http://www.fasd.jp ）の 救急基金 の項目の中に掲載しています。

　益田広域消防本部は島根県西端に位置
し、益田市、津和野町、吉賀町の１市２町
で構成されており、北に日本海、南は中国
山地に囲まれ、その南北を日本一の清流
「高津川」が流れる「海・山・川の幸」に
富んだ風光明媚な地域です。
　また、管内人口は６万３千人と少ないな
がら面積は1,376.57㎢と広大なため、早
期からDr.ヘリの配備が進むなど隣県との広
域連携体制が構築されており、三次医療機
関のない地域の救命救急の一端を担ってい
ます。
　益田広域消防本部の救命講習では、管轄
範囲が広大で出場から現場到着まで時間を
要す事案が少なくない点を重視し、救急車
到着予定時間の10分間で心肺蘇生法を１
人、もしくは複数人で実施する事を想定し
た訓練を実施しております。
　また、命の大切さを学んでもらうことを
目的に若い世代への講習を積極的に実施し
ています。過去に小学生が習ったばかりの
心肺蘇生法を実施して溺れた友人を救命し
た事例があることから、小･中学生への講習
依頼が多く、高学年以上の児童には実技指
導を、その他の児童には講話を行っていま
す。早いうちから訓練することで心肺蘇生
法を行う「力」が自分にあるかを見極める
ことができ、実際に「来年はもっと押せる

よう頑張る。」、「自分
に出来ることを考えた
い。」等の感想が多く聞
かれ、救命講習に興味を
持つ子供達が増えていま
す。
　その他にも保育士の研
究会では、乳児の訓練人
形を使用した普通救命講
習を毎年行っておりま
す。この講習を受けた保
育士が実際に水の事故か
ら命を救うなど、訓練の成果が実った出来
事もありました。
　また、毎年秋には市民の方に消防の仕事
をもっと知ってもらう為に「消防フェステ
ィバル」を開催しています。今回も、市民
の命をもっと救いたいと熱い思いで応急手
当普及員を取得した女性消防団員と益田消
防救命戦隊「タスケルンジャー」が未来の
ヒーローと一緒に心肺蘇生法の訓練をしま
した。子供達は最初恥ずかしがりながらも
次第に一生懸命取り組んでいたそうです。
　このように応急手当の普及に積極的に取
り組まれている益田広域消防本部と地域の
皆様に心より感謝の意を表すると共に今後
のご発展をお祈りいたします。

２かくし ３かくし
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　　　　　　　　　投資活動収入計
　2　投資活動支出
　　　  特定資産取得支出
　　　　　　　　　投資活動支出計
　　　　　　　　　投資活動収支差額
　　　　　　　　　当期収支差額
　　　　　　　　　前期繰越収支差額
　　　　　　　　　次期繰越収支差額
　※平成27年度末救急基金残高

1,914
1,000
2,914
    

2,910
2,910

 4
 

0

1,000
1,000

△ 1,000
△ 996

0
△ 996

180,704千円

1,914 
1,041 

    2,955 
  

    2,805
2,805
150
    
  
0
    

1,041
1,041

△ 1,041
△ 891
2,370
1,479

0
△ 41

    △ 41

  105
105

△ 146

    
  0 

   △41
△ 41
41

△ 105
△ 2,370
△ 2,475

予　算　額 決　算　額 差　　　異

救急基金箱が破損等により使用できない場合などのお問い合わせは下記にお願いいたします。

救急基金だよりNo.15［編集・発行］一般財団法人救急振興財団事務局総務課
〒192-0364  東京都八王子市南大沢4-6　　　042-675-9931

FAX 042-675-9050

　　　　　　　　　　　

　　  みなさま
の善意が「救急基金」を支えています

救急基金だより

１かくし

　平成27年度は病院、消防本部、個人の方から51件1,041千円の
ご寄付をいただきました。
　また、救急基金にご協力いただいた次の11消防本部へ応急手当
訓練用人形、テキスト等を寄贈いたしました。
　西胆振消防組合消防本部
　男鹿地区消防一部事務組合消防部
　福知山市消防本部
　豊中市消防局
　甘木・朝倉消防本部
　串間市消防本部

　救急基金は「救急基金箱」への募金や「郵便
振替用紙」によりお申し込み頂けますので、皆
様のご協力をお願いいたします。

救急基金への寄付について

４かくし」

　江別市消防本部
　伊賀市消防本部
　宮津与謝消防組合消防本部
　益田広域消防本部
　上益城消防組合消防本部

救急基金へのご協力ありがとうございました

お問い合わせ　一般財団法人救急振興財団
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